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　金田は市のほぼ中央部に位置する地区で、長持、入野、寺
田縄、飯島、入部の大字より構成されています。明治 22 年
の町村制施行により、大字の村々は合併し金田村となりまし
た。村名は水田地帯であり、黄金色に輝く稲穂にちなんでつ
けられました。昭和 31 年 9 月に平塚市と合併しました。
　このマップでは長持、入野、寺田縄の石仏を紹介します。
飯島は西側が片岡に隣接し、南側は金目川を境に広川に接し、
金目地区の南東部と合わせて紹介するため、ここでは除いて
います。なお入部には石造物はありません。
　天保年間に編纂された『新編相模國風土記稿』によると長
持村の戸数は 26 戸、鎮守は熊野社、現存する寺院は浄信寺
( 浄土宗 ) のみです。入野村は 56 戸、鎮守は牛頭天王社で、
寺院は少林寺 ( 臨済宗 )、成願寺 ( 天台宗 )、福田寺 ( 曹洞宗 )
の 3 寺。寺田縄は 53 戸、鎮守の山王社と吉祥院 ( 曹洞宗 )、
蓮昭寺 ( 日蓮宗 ) の２寺です。この地区の寺社の朱印状石高
を、平塚市内 51 社登録表で比較すると、吉祥院は 15 石で 5
位、蓮昭寺は 12 石で 7 位（日蓮宗の中では 1 位）、少林寺
は 10 石 6 斗で１１位と上位にランクされています。これは
寺の歴史や開山・開基の功績もあるのでしょう。
　当地区の石造物は基数では庚申塔 11 基、道祖神９基、馬
頭観音８基、六地蔵５基と続きますが、水田地帯であった様
子が窺われる水神２基、寺社に稲荷神社４基や旧家の多くに
一族で稲荷社を祀る家が多数あります。

板碑型三猿庚申塔：吉祥院

石仏めぐり 

平塚の

 9.長持・入野・寺田縄編

石仏めぐりを行う場合の心掛け
　石仏は、古来より多くの人々がさまざまな願いをこめて手を
合わせ祈ってきたものです。今でも信仰の対象とされているも
のも数多くありますので、見学に当たっては、敬いの心を持っ
て接しましょう。
　また、お寺や神社など石仏の管理者がいらっしゃる場合は、
石仏を見学する旨一声かけてから見学しましょう。

※ 当ガイドマップに記載されている石仏の基数は令和 3 年集計時点のものです。

長持・入野・寺田縄の石仏所在地と主な石仏

長持・入野・寺田縄の石仏

石仏豆知識 6．六地蔵
　寺院の門前や墓地の入口に 6 体の地蔵が並んでいます。

この六地蔵は地蔵が六道（地獄、餓鬼、畜生、修羅、人、天）

を巡って、衆
しゅじょう

生を苦しみから救うという信仰にもとづく造

立です。中国の六観音信仰に刺激されて発生したこの六地

蔵はわが国独特のものです。従って出典により持ち物や印

相が違い種々のタイプがあります。平安中期の源
げんしん

信が著し

た『往生要集』で六道の恐ろしさを描き、これにより六地

蔵信仰が広まりました。江戸時代以降現在もなお石像の造

立が盛んです。

　市内には 89 基あり、金田地区（飯島除く）でも 6 寺院

中 5 寺院に造立されています。　

番号 名　称 住　所 主　な　石　仏
1 長持長瀬路傍 長持 286 道祖神
2 浄信寺 長持 337 徳本名号塔、地蔵他
3 熊野神社 長持 532 道祖神、庚申塔他
4 入野東町路傍 入野 3 馬頭観音

5 福田寺 入野 12
庚申塔道標、庚申塔、馬頭
観音、結界石他

6 八坂神社 入野 31 道祖神、地神塔、狛犬他
7 常福寺跡 入野 78 南 史跡碑、供養塔
8 少林寺 入野 126 六地蔵、万霊塔

9 成願寺 入野 260
名号塔、馬頭観音、宝篋印塔、
地蔵他

10 入野西町路傍 入野 508 水神
11 寺田縄東町路傍 寺田縄 10 道祖神

12 吉祥院 寺田縄 66
馬頭観音、地蔵、庚申塔道標、
庚申塔、釈迦如来他

13 寺田縄西町路傍 寺田縄 219 西 水神
14 寺田縄西町路傍 寺田縄 243 道祖神

15
ＪＡ湘南あさつ
ゆ広場前

寺田縄 424-1
馬頭観音、道祖神、動物供
養塔

16 えのしろ公園 寺田縄 1069 動物供養塔
17 蓮昭寺 寺田縄 1277 題目塔、動物供養塔他



　　　　　本堂前に設えた覆屋に大きな蓮華座に坐る丸彫の
地蔵は、少し風化が進んでいますが調和のとれた像容です。
　台石左面に「信刕伊那郡高遠領荒町邑 石工 北原清左衛門
長英」銘があります。衲

の う え
衣の丁寧な彫

りや敷
し き な す

茄子の精緻な菊花紋に高遠石
工の優れた彫技が伺えます。また塔身
正面には「現在未来天人衆 ････ 勿令
堕在諸悪趣」と地蔵本願経巻二の偈頌
が書かれています。これは「現在未
来の天界人界の衆生よ 地蔵にねんご
ろに附属して大神通力、方便力をもっ
て 悪趣におちないようにしよう」と
いう意味です。文化 2 年 12 月 (1805)
の造立です。

　「南無阿弥陀仏」を六字名号または名号といい、江戸時代
以降各地で盛んに建立されました。特
に徳本上人の花押がある名号塔は市
内に 27 基ありますが、金田地区には
この１基だけです。
　正面には名号塔としての「南無阿弥
陀佛」の銘と徳本上人の花押があり、
右面は「大乘妙典三部經塔」と彫られ
ています。一つの塔で２つの目的を兼
ねたものです。嘉永３年 (1850) に再
建されたものです。

浄信寺の徳本名号塔　　　　　　　　 （地図番号②））

　曹洞宗の寺院で、寺田縄吉祥院の末寺です。本尊は、冠を
被り瓔珞を付けている華厳釈迦如来です。
　福田寺には平塚市指定の重要文化財「紙本墨画淡彩 十六
羅漢図 双幅」（仏の正しい教えを守ることを誓った 16 人の
尊者）と「紙本着色 十王図 双幅」（十王と凄惨な地獄の様子）
があります。両幅、同じ作者の東

とうせん
川

斎
さいけいざん

桂 山筆で天保年間の制作と推定さ
れています。

福
ふ く で ん じ

田寺の石仏 (1)　　　　　　　　　　 （地図番号地図番号⑤）

　　　　　 山 門 手 前 の 左 側、 安 永 4
年 (1775) 造立の高さ 144㎝、兜

と き ん
巾型

の石柱です。正面に刻まれた「不許
葷酒入山門」は修行の妨げになる葷

（ニラ、ニンニクなど）や酒を山門内
に持ち込むことを禁じています。　
結界石は市内に 12 基あります。

結  界  石

成願寺の石仏 (2)　　　　　　　　　　 （地図番号�）地図番号�）�）
　この石塔は、明治 28 年 (1895)「当
山十八世圓脩謹誌」とあり、本寺荘
厳寺や近在の龍福院、明珠院などの
協力のもと、多くの村々、人々が発
起人となって造立されたもので、当
時の融通念仏が隆盛していたことが
伺える石塔です。

地　　蔵
名号塔（明治 28 年）

地蔵（文化 2 年）

　臨済宗の寺院で武州多摩郡山田村（現八王子市山田町）広
園寺の末寺で、室町前期の応永 31 年 (1424) の創建と伝えら
れています。
　墓地入口の覆

おおいや
屋に丸彫立

像の六地蔵が並び、大きな
耳で短い首を前に向けて首
飾りを付けており、厚い衲

のう

衣
え

を羽織る少し特異な像容
をしています。造立年代は
不明ですが、尊名と持物は
江戸時代に編纂された『仏像図彙集』に則っています。

少林寺の六地蔵　　　　　　　　　　  （地図番号�）地図番号�））

六地蔵（年代不詳）

吉祥院の石仏 (2)　　　　　　　　　　 （地図番号地図番号⑫）

　右側に寛文３年の庚申塔があり「勧願主満海」と彫ってあ
ることから同年代に造立されたものと思われます。
　　　　　金田地区で一番古い寛文３年 (1663) の銘がある
板碑型三猿庚申塔です。碑面右側に

「奉建立庚申石塔為二世安楽也」と刻
んであり、中央に真言を唱えれば全て
の罪業が取り除かれるという光明真
言が梵字で丁寧に刻んであります。
　三猿の目は丸く、手足の指の線も
はっきりしています。三猿は横一列で
ふくよかに彫ってあり龍前院型の猿
像に似ています。緻密に彫られている
貴重な庚申塔です。
　　　　　境内左側の木々の中に高さ
約 90㎝の塔が 2 基あります。1 基の
基礎正面に永正 5 年 (1508) の銘があ
り、大島 宗真寺の応永 6 年 (1399) の
塔に次いで古い塔です。相輪の部分に
は五輪塔の空風輪が載せてありますが
全体に安定感があります。隣の塔は隅
飾りの一部が欠けているだけで均整の
とれた立派な塔です。2 基とも塔身の
面に枠があり基礎の反

かえりばな
花や格

こ う ざ ま
狭間の形

から関東型宝篋印塔といえます。　

庚  申  塔

　鳥居をくぐり参道を進むと左手に寛文５年 (1665) 造立の
高さ 107㎝笠付き型庚申塔が参道に背
を向け配置されています。
　塔正面には鶏のつがいが、下部に
は三面にわたり三猿が陽刻されてい
ます。銘文は正面に五輪を表す「徽

キャ

侍
カ ラ バ ア

差沙憾」、下部に「奉造立□□□□
内二世安楽也」が陰刻されています。
塔裏面には「へ

オンボクケン
ほま」とあり、正面と

裏面の梵字から「塔
と う ば

婆」ともとれる形
式で大変珍しい石仏です。

熊野神社の庚申塔　　　　　　　　　 （地図番号③））

福田寺の石仏 (2)　　　　　　　　　 　（地図番号⑤）

徳本名号塔（嘉永 3 年）

蓮昭寺の石仏　　　　　　　　　　　  （地図番号�）地図番号�））
　室町時代中期の永享年間に噩

がくそうそうしゅん
叟宗俊が開山。曹洞宗で本尊

は釈迦如来です。

吉祥院の石仏 (1)　　　　　　　　　　 （地図番号地図番号⑫）

馬頭観音

　天台宗高根荘厳寺の末寺で、本尊は阿弥陀三尊です。
　古くは伊勢原村にあり、天正 8 年 (1590) 当地へ移ったと
いわれています。

成願寺の石仏 (1)　　　　　　　　　     （地図番号�）地図番号�）�）

　　　　　参道の左側に三段の石垣と基壇などを含めて総高
338cm の「南無阿弥陀佛」と書いた名号塔が立っています。
　左面に「一人一切人 一切人一人 一行一切行 一切行一行 十
界一念融通念佛 億百万遍 功徳圓満」と偈

げ じ ゅ
頌が書かれていま

す。これは平安時代後期の良忍が夢告で阿弥陀如来から得た
融通念仏の教えです。大意は「一人一人の念仏は小さくとも 
それが全員の念仏と融通しあえば  大きな功徳となって  全員
に行きわたる」という考えです。

名  号  塔

宝篋印塔（永正 5 年）

釈迦如来（年代不詳）

馬頭観音（慶応 4 年）

庚申塔（寛文 3 年）八坂神社の道祖神　　　　　　　　　  （地図番号地図番号⑥）
　昔は「牛頭天王社」といわれ、入野の氏神社です。桜並木
参道を過ぎると、右手に道路拡張工事に伴って移動された各
町内の道祖神が寄せられています。その中の明治 30 年 (1897)
造立の「堅牢地神」と刻まれた地神塔は、向町の道祖神とし
て扱われていました。ダン
ゴヤキは神社境内と金目川
河川敷で実施しています。
　そのほか社殿前左右に大
正 10 年 (1911) 造立の風格
ある狛犬や鳥居、手水石、
石段供養塔もあります。 道祖神 4 基と地神塔

結界石（安永 4 年）

　蓮昭寺の開基は小田原北条氏の家臣、布施佐渡守康純です。
佐渡守は日蓮宗で最も古い寺の妙本寺 ( 鎌倉 ) の塔頭本行院
の 11 世日雄と対面した後、一族が帰依したといわれます（平
塚市史 13 上）。同族から一人出家して僧となった日言が蓮
昭寺を開山し、妙本寺の末寺首座の
寺となりました。　

手水石（天保 2 年 (1831)）

庚申塔（寛文 5 年）

題  目  塔　　　　　本堂北側の住職の墓域に
３基の題目塔が祀られています。
　入口右側に２基ならんでいる左側
の塔身 92㎝の塔は、聖人五百年遠忌
に題目講中が建てました。聖人独特
の書体は「髭題目」と言われ「南無
妙法蓮華経」の７文字の中心の「法」
以外は筆先まで髭のように跳ね、躍
動感と力強さに溢れています。
　　　　　江戸時代に奉納された手水石は市内に 33 基あり
ます。
　奉献者は村中、講中など
の地元や檀家衆が多いので
すが、この手水石は、遠く
離れた集落「大磯南下町」
の世話人中が、魚の行商が
繁盛したお返しに奉納した
と伝えられています。

手  水  石

　　題  目  塔
（天明元年 (1781)）

宝篋印塔

　　　　　寺田縄には馬頭観音が 3
基あり、そのうちの 2 基が墓地入口
にあります。
　慶応４年 (1868) の銘があるこの塔
は、一面二臂の立像でお顔は慈悲相
です。頭上の馬頭は顔が欠け耳だけ
が残っており、馬頭観音の特徴でも
ある衣の裾が巻いています。
　また、明治４年 (1871) の舟形の文
字塔は、正面に「馬頭観世音 馬頭観
世音」と 2 行に彫ってあり 2 頭の愛馬の供養塔と思われます。
　　　　　山門を入った右側に釈迦如来が祀られています。
市内には 5 基あり、立像はこの 1 基
だけです。
　左手は衆生の願いを叶えてくれる
という与

よがんいん
願印、右手は欠落していま

すが恐怖を取り除いてくれるという
施
せ

無
む い い ん

畏印です。
　正面に「願以此功徳 普及於一切」
の偈頌、念仏などただ一つの修行に
專心することを表す「一行心」、その
下に「満海」の銘があります。

釈迦如来

庚申塔（嘉永 2 年） 庚申塔（元禄 10 年）

　　　　　2 基あり、1 基は山門手前の塀横に嘉永 2 年（1849）
造立の、塔正面「庚申塔 大磯道」、左面「大山道」、右面「や
はたみち」と刻まれた道標を兼ねる文字塔の庚申塔です。も
う 1 基は、本堂右前の植え込み中に元禄 10 年 (1697) 造立の

「奉造立庚申供養爲二世安樂」と三猿を刻む板碑型の庚申塔
です。
　また、本堂左手前の無縁塔に集められた石塔の中には、中
央正面に三宝荒神（台所の神・火除の神として信仰される）、
二段目左端に兜巾型の馬頭観音などもあります。　　　　　

庚  申  塔


